
















































Sculpture Parks and Gardens of Japan: Chronology and Typology
NITTA   Hideki
要　旨
芸術と自然を統合した”sculpture parks and gardens” (「彫刻公園・彫刻庭園」)と呼ばれる施設ジャンルは、20世
紀後半から世界各国で発展した。本稿では世界の同上施設の統一年表を作成する計画の一環として、すでに作成した
アメリカとヨーロッパの年表に続いて、日本国内の70余施設について創設年表を作成し、欧米との若干の比較を試みる。
Key words： 彫刻公園（sculpture park）
 彫刻庭園（sculpture garden）
 野外ミュージアム（open-air museum）
 芸術と自然（art and nature）
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デザイン、ランドスケープ・デザイン分野の各種資料、
関連施設の公式ホームページ及び国内施設の実地踏査
にもとづいて行った。
本稿では、欧米を対象とした創設年表の作成と同様
に、設置地域や運営形態にかかわらず創設年をキーと
して施設を配列した。類型論や機能論、欧米との比較
などの掘り下げた分析や考察については機会を改める
こととし、以下では簡略に整理結果についてコメント
しておく。
１．施設数について
年表で取り上げた日本の施設の総数は７6件である。
これはあくまで本稿執筆段階で創設年を含めて情報を
収集できた施設数である。主要な施設はほぼ取り上げ
てあると考えているが、今後調査が進めば美術館の庭
園等、事例がさらに増える可能性がある。ヨーロッパ
の創設年表では23カ国で111件、アメリカの場合は一
国で200件を超えていた。ヨーロッパで最も施設数が多
かったのはイギリスの29件であったから、ヨーロッパ
諸国との比較では、日本の場合ローカルな中小の施設
も相当程度拾い上げたことを考慮しても、一国内での
総件数という点では見劣りしないといえるだろう。
タイプ分類に際して、ヨーロッパではアメリカの施
設実態から導き出した類型を逸脱する事例も多かった。
自然環境と芸術の関連性において、ヨーロッパの施設
は、総件数は少ないものの、アメリカの場合よりも多
様性に富んでいると判断されたが、日本の現状はどの
ようなものかについては、次節で見ることにする。
２．年代的推移と類型について
日本の施設についてもアメリカとヨーロッパの場合
に行ったのと同様、「年代別創設施設数」「タイプ別施
設数」の概要をグラフで示した。
本稿でとりあげる施設の総数は最終的な数字ではな
く、調査が進めば変動することが考えられる。このため、
厳密な施設数を年代別に明示することよりも、各年代
ごとに概数として捉え、おおまかな傾向を知ることを
優先した。
「タイプ別」の分類については、特定の施設がいずれ
かのタイプに一義的に分類できるとは限らず、複数の
タイプにまたがるケースもあるので、タイプ別に厳密
な数字を確定することは必ずしも適切とはいえない。
日本と海外で共通のタイプに分類した施設同士を比較
しても各国の芸術、文化の状況によってその様態が異
なるものも少なくない。国情に合わせて新たな類型を
設けたほうがよいと思われる場合もあるが、本稿では
大まかな国際的比較を試験的に行うために、タイプ分
類の項目自体は変更せず、アメリカとヨーロッパの施
設に適用した10種類の類型をそのまま使用する。日本
の実態に合わせて各項目の定義を変更したり拡張した
りしたものについては説明を付した。
２－１　年代的推移
図表1は日本の彫刻公園・彫刻庭園の創設年代別の概
数をグラフにしたものである。参考までにアメリカと
ヨーロッパの年代別創設概数のグラフを図表2、図表3
に示す。
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アメリカの場合、施設数は2000年代まで年代を追っ
て右肩上がりで増加しているのに対して、ヨーロッパ
ではピークが1990年代にある。ヨーロッパでは1950年
代までの比較的早い時期にも、他の年代と比べて相対
的にかなりの割合で創設されており、1950年代までは
総数でヨーロッパ、アメリカはほぼ互角だったことが
図表からわかる。日本の場合は、欧米と比較すると、
1930年代から50年代までに開設された施設はなく、
1960年代に箱根彫刻の森美術館などの主要な野外美術
館がいくつか創設されたことを除くと、大多数は1980
年代から2000年代までの30年間に集中している。これ
は日本の地方自治体における美術館ブーム、各地のパ
ブリックアートやその後のアート・プロジェクトの興
隆と時期的に重なる。
２－２　施設類型
日本の「タイプ別施設数」（図表4）は、アメリカの
分類（図表5）を当てはめたヨーロッパの場合（図表6）
と同様、10の施設類型に分けて作成した。先述のとお
り、このタイプ分類は国際比較のための一つの試行で
ある。10の分類項目は以下のとおりである。Ａ～Ｊの
アルファベットは別表「創設年表」の各施設に付した
分類記号に対応する。以下で、各タイプに日本固有の
事情を加味した適用条件とそれぞれの典型事例につい
て簡単に説明を付す。
（A）独立型彫刻公園（庭園）
野外展示を主とし、そのための運営組織を持つ施設。
屋内展示ができる美術館が併設されている場合でも、
野外展示を主目的とする場合や独立した野外展示施設
を併設している場合はこちらに分類する。1969年に開
設された箱根彫刻の森美術館を嚆矢とする。札幌芸術
の森美術館（1986年）、アルテピアッツア美唄（1992年）、
霧島アートの森（2000年）、ヴァンジ彫刻庭園美術館
（2002年）など、国際的にみても水準の高い野外美術館
が多く、専門的な運営組織も有している。
（B）美術館の庭園
施設数では最も多くの割合を占める。1980年代以降
の美術館建設ラッシュの時期に集中して作られた事例
が多い。美術館のほか他の文化施設の庭園も含める。
規模の大小や命名の有無にかかわらず、通常は屋内美
術館が主体で庭園は付随的である。敷地内外の遊歩道、
公園等の公共空間との連続性がある場合も含む。管理
主体は美術館であるから当然ながら野外作品の管理等
についても運営組織を持つ。
（C）大学・企業キャンパス
アメリカではよく見られる大学キャンパスの野外美
術館化は日本では事例がなく、大企業の本社構内のコー
ポレート・アートの類も日本ではほとんど見られない。
これは、官民の芸術パトロネージのあり方の違いを反
映したものだろう。だが、民間の宿泊・飲食等の商業
施設や福祉施設の外構にもこの分類項目の適用範囲を
広げれば、少数だが事例は存在する。北海道療育園の
「風のギャラリー彫刻の森」（2000年）は日本の福祉施
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設ではまれに見る質の高いアート事業である。
（D）アートセンター
創造活動と展示活動を兼ねる非営利芸術施設の野外
空間。日本には恒常的に運営されているアートセンター
そのものが少数であることから、この事例が少ないの
は当然といえる。彫刻コンクールの草分けである宇部
市のときわミュージアムやアーティスト・イン・レジ
デンスを活動の柱とする国際芸術センター青森は「美
術館」として分類したが、これらは活動内容から見てアー
トセンター型とみなすこともできる。
（E）彫刻家スタジオ
彫刻家の自邸や制作場の外構を展示空間としたもの。
彫刻家のアトリエに付随する彫刻庭園は日本では例が
少ない。イサム・ノグチ庭園美術館は創設年表では「美
術館の庭園」に分類したが、このタイプにも分類できる。
彫刻家ではないが作庭家重森三玲邸の庭園を公開して
いる重森三玲庭園美術館（1969年）をこれに含めた。
本郷新記念札幌彫刻美術館（1981年）のように、彫刻
家が建てたアトリエ・ギャラリーに隣接する野外展示
施設をこれに含めることも、分類の定義を広く捉えれ
ば可能である。
（F）ディーラー展示施設
商品としての彫刻作品を公開展示している施設。日
本ではほとんど見られない。欧米における彫刻に特化
した鋳造所や彫刻専門のディーラーが少ないことや野
外彫刻マーケットの充実度と関連していよう。
（G）遠隔地
アメリカで見られる砂漠のような文字通りの遠隔地
での大規模な恒久的アース・ワークの事例は地理的条
件からして日本では考えにくい。日本の場合「遠隔地」
は里山のような、過去もしくは現在の生活の営みと結
びついた非都市的環境が一般的といえる。灰塚アース
ワークプロジェクト（2000年～）のようなアートなど
の地域再生プロジェクトとしての芸術サイトづくりは
日本的なあり方といえるかもしれない。エリアが広大
過ぎて「彫刻公園」「彫刻庭園」という名称で括るのに
ふさわしいかは検討を要するが、越後妻有の「大地の
芸術祭」（2000年～）や瀬戸内海の島々を舞台とするベ
ネッセのアートプロジェクトもこれに含めることは可
能だろう。
（H）公共公園・プラザ
緑化要素とアートが統合的に計画された公園的な機
能を持つ場。通常、芸術事業専門の恒常的な運営組織
を持たない。彫刻のあるまちづくりの一環として行わ
れた1970年代の仙台市台原森林公園の彫刻設置事業の
ようなブリック・アート施策、札幌市のモエレ沼公園
（1988年～2005年）、室生山上公園芸術の森（1999年）
のような大規模な公共事業としての公園造成事業、民
間の市街地再開発事業の産物としての六本木ヒルズや
東京ミッドタウンなどがこれに相当する。
（I）エステイト
歴史的建造物などの文化財施設に付随する芸術庭
園。日本では近現代に限れば事例がほとんど見られな
いが、歴史的な民家や町並みを恒久的な芸術事業に活
用している事例としてベネッセアートサイト直島など
の瀬戸内エリアの民間事業をこれに分類した。島の町
並みに点在する芸術空間を「彫刻公園」「彫刻庭園」の
概念で捉えきれるかは検討課題である。
（J）植物園
自然教育の場を活用して彫刻作品等を設置した、自
然と芸術とが並存するミュージアム施設。日本では事
例が見当たらない。
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以上のように、日本の場合、施設タイプは、「美術館
の庭園」、「公園・プラザ」のほか若干の「独立型」施
設にほぼ限定されている。「遠隔地」のタイプには、人
を容易に寄せつけないような場所ではなく生活圏内や
その縁辺などの半自然的環境では特色あるプロジェク
トがいくつか存在する。アートセンター、大学キャン
パス、アートディーラー展示施設のほか、「植物園」に
野外芸術展示を組み込んだ複合ミュージアム施設もな
く、施設タイプの観点からみると、欧米と比較して日
本の場合は多様性に乏しいといえる。
おわりに
日本および欧米の施設創設年表にもとづく野外芸術
施設の類型論や機能論は今後の研究課題である。創設
年表で取り上げた事例には「彫刻公園」「彫刻庭園」と
いう施設ジャンルに分類するべきか迷う事例も相当数
含まれている。多様な施設を横断的に掬い取る器とし
て、「彫刻公園」「彫刻庭園」という施設ジャンルが果
たして適当なのか、前提となる土台の妥当性自体も検
討しなければならない。
欧米の芸術理論における20世紀以降の「sculpture」
（「彫刻」）概念の著しい拡張と野外芸術環境の多様化と
いう現実に沿うように、それ自体欧米の施設概念であ
る「彫刻公園」や「彫刻庭園」もその定義が拡張され、
「狭義の彫刻公園・彫刻庭園」から「広義の彫刻公園・
彫刻庭園」へと対象領域を拡げてきた。だが、たとえ
ば「スパイラル・ジェッティー」（ロバート・スミッソ
ン作）、「モエレ沼公園」（イサム・ノグチ設計）のよう
なランドスケープ全体をひとつの「芸術作品」とみな
すような事例を形式的に「彫刻公園」「彫刻庭園」とい
う施設ジャンルに包摂しようとすることの困難さも確
かに存在する。20世紀から21世紀にかけて、「彫刻公園」
や「彫刻庭園」に代わる野外芸術環境の新たな施設ジャ
ンルを必要とする時期を迎えたといえるかもしれない。
博物館学における「野外ミュージアム」という分類
枠で「彫刻公園」「彫刻庭園」を捉えようとする場合に
も、公園、テーマパーク、アート・プロジェクトなど
従来の博物館学では扱ってこなかった事象との複合的
領域をどう扱うか、という問題もある。
このような観点から、野外の造形環境を横断的に捉
える新たな施設ジャンルの可能性を検討していくこと
も今後の研究課題といえる。
文献
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B
19
84
名
城
公
園
彫
刻
の
庭
「
水
の
広
場
」（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
M
ei
jo
 P
ar
k 
Sc
ul
pt
ur
e 
G
ar
de
n*
 (N
ag
oy
a,
 A
ic
hi
)
H
19
84
滋
賀
県
立
近
代
美
術
館
・
彫
刻
の
路
（
滋
賀
県
大
津
市
）
T
he
 M
us
eu
m
 o
f 
M
od
er
n 
A
rt
, S
hi
ga
 (O
ts
u,
 S
hi
ga
)
B
19
84
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
鎌
倉
別
館
（
神
奈
川
県
鎌
倉
市
）
T
he
 M
us
eu
m
 o
f 
M
od
er
n 
A
rt
, K
am
ak
ur
a 
A
nn
ex
 (K
am
ak
ur
a,
 K
an
ag
aw
a)
B
19
86
札
幌
芸
術
の
森
野
外
美
術
館
（
北
海
道
札
幌
市
）
Sa
pp
or
o 
A
rt
 P
ar
k:
 S
ap
po
ro
 S
cu
lp
tu
re
 G
ar
de
n 
(S
ap
po
ro
 ,H
ok
ka
id
o)
A
19
86
静
岡
県
立
美
術
館
野
外
彫
刻
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
（
静
岡
県
静
岡
市
）
Sh
iz
uo
ka
 P
re
fe
ct
ur
al
 M
us
eu
m
 o
f 
A
rt
 S
cu
lp
tu
re
 G
ar
de
n 
(S
hi
zu
ok
a,
 S
hi
zu
ok
a)
B
19
86
世
田
谷
美
術
館
・
砧
公
園
（
東
京
都
世
田
谷
区
）
Se
ta
ga
ya
 A
rt
 M
us
eu
m
 (S
et
ag
ay
a,
 T
ok
yo
)
B
19
88
モ
エ
レ
沼
公
園
（
北
海
道
札
幌
市
）
M
oe
re
nu
m
a 
P
ar
k 
(S
ap
po
ro
, H
ok
ka
id
o)
H
19
88
白
川
公
園
「
彫
刻
の
散
歩
道
」（
愛
知
県
名
古
屋
市
）
Sh
ir
ak
aw
a 
P
ar
k 
Sc
ul
pt
ur
e 
P
ro
m
en
ad
e*
 (N
ag
oy
a,
 A
ic
hi
)
H
19
89
サ
ッ
ポ
ロ
ビ
ー
ル
北
海
道
工
場
・
恵
み
の
庭
（
北
海
道
恵
庭
市
）
H
ok
ka
id
o 
B
re
w
er
y 
of
 S
ap
po
ro
 B
re
w
er
ie
s 
L
im
it
ed
* 
(E
ni
w
a,
 H
ok
ka
id
o)
C
19
89
富
士
見
高
原
創
造
の
森
彫
刻
公
園
（
長
野
県
富
士
見
町
）
F
uj
im
ik
ou
ge
n 
H
ig
hl
an
ds
 S
cu
lp
tu
re
 P
ar
k*
 (F
uj
im
i-m
ac
hi
, N
ag
an
o)
A
19
89
島
ご
と
美
術
館
（
広
島
県
尾
道
市
）
Is
la
nd
-w
id
e 
A
rt
 M
us
eu
m
 (O
no
m
ic
hi
, H
ir
os
im
a)
H
19
89
蓼
科
高
原
芸
術
の
森
彫
刻
公
園
（
長
野
県
茅
野
市
）
T
at
es
hi
na
 H
ig
hl
an
d 
O
pe
n-
A
ir
 M
us
eu
m
 (C
hi
no
, N
ag
an
o)
A
19
89
館
林
市
彫
刻
の
小
径
（
群
馬
県
館
林
市
）
T
at
eb
ay
sh
i S
cu
lp
tu
re
 P
ro
m
en
ad
e*
 （
T
at
eb
ay
as
hi
, G
un
m
a)
H
19
89
山
梨
県
芸
術
の
森
公
園
（
山
梨
県
甲
府
市
）
Y
am
an
as
hi
 A
rt
s 
P
ar
k 
(K
of
u,
 Y
am
an
as
hi
)
B
19
90
清
里
現
代
美
術
館
（
山
梨
県
北
杜
市
）
K
iy
os
at
o 
M
us
eu
m
 o
f 
C
on
te
m
po
ra
ry
 A
rt
 (H
ok
ut
o,
 Y
am
an
as
hi
)
B
19
91
板
室
温
泉
 大
黒
屋
（
栃
木
県
那
須
塩
原
市
）
It
am
ur
o 
O
ns
en
 D
ai
ko
ku
ya
 (N
as
us
hi
ob
ar
a,
 T
oc
hi
gi
)
C
19
92
ア
ル
テ
ピ
ア
ッ
ツ
ァ
美
唄
（
北
海
道
美
唄
市
）
T
he
 A
rt
e 
P
ia
zz
a 
B
ib
ai
 (B
ib
ai
, H
ok
ka
id
o)
A
19
92
中
札
内
美
術
村
（
北
海
道
中
札
内
村
）
N
ak
as
at
su
na
i A
rt
 V
ill
eg
e 
(N
ak
as
at
su
na
i, 
H
ok
ka
id
o)
C
19
92
国
営
昭
和
の
森
記
念
公
園
「
霧
の
森
」（
東
京
都
立
川
市
）
Sh
ow
a 
K
in
en
 P
ar
k:
 M
is
ty
 F
or
es
t 
(T
ac
hi
ka
w
a,
 T
ok
yo
)
H
19
92
太
陽
と
緑
の
中
の
野
外
美
術
館
（
花
菖
蒲
の
郷
公
園
）（
宮
城
県
登
米
市
）
H
an
as
hy
ou
bu
-n
o-
sa
to
 P
ar
k 
(T
om
e,
 M
iy
ag
i)
H
19
93
岩
手
町
立
石
神
の
丘
美
術
館
（
岩
手
県
岩
手
町
）
Is
hi
ga
m
i-n
o-
ok
a 
M
us
eu
m
 o
f 
A
rt
 (I
w
at
e,
 I
w
at
e)
B
19
93
石
山
緑
地
（
北
海
道
札
幌
市
）
Is
hi
ya
m
a 
G
re
en
 S
pa
ce
 (S
ap
po
ro
, H
ok
ka
id
o)
H
19
93
秋
田
県
立
近
代
美
術
館
（
秋
田
県
横
手
市
）
A
ki
ta
 M
us
eu
m
 o
f 
M
od
er
n 
A
rt
 (Y
ok
ot
e,
 A
ki
ta
)
B
19
94
中
谷
宇
吉
郎
雪
の
科
学
館
「
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
氷
河
の
原
」（
富
山
県
加
賀
市
）
N
ak
ay
a 
U
ki
ch
ir
o 
M
us
eu
m
 o
f 
Sn
ow
 a
nd
 I
ce
: R
oc
k 
G
ar
de
n:
 G
re
en
la
nd
 G
la
ci
er
 F
ie
ld
 (K
ag
a,
 T
oy
am
a)
B
19
95
心
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
養
老
天
命
反
転
地
（
岐
阜
県
養
老
町
）
Si
te
 o
f 
R
ev
er
si
bl
e 
D
es
ti
ny
 - 
Y
or
o 
P
ar
k 
(Y
or
o,
 G
ifu
)
A
19
95
新
潟
県
立
近
代
美
術
館
（
新
潟
県
長
岡
市
）
T
he
 N
iig
at
a 
P
re
fe
ct
ur
al
 M
us
eu
m
 o
f 
M
od
er
n 
A
rt
 (N
ag
ao
ka
, N
iig
at
a)
B
19
95
豊
田
市
美
術
館
（
愛
知
県
豊
田
市
）
T
oy
ot
a 
M
un
ic
ip
al
 M
us
eu
m
 o
f 
A
rt
 (T
oy
ot
a,
 A
ic
hi
)
B
19
96
ベ
ネ
ッ
セ
ア
ー
ト
サ
イ
ト
直
島
サ
イ
ト
 サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
・
ワ
ー
ク
（
香
川
県
直
島
町
）
B
en
es
se
 A
rt
 S
it
e 
N
ao
sh
im
a:
 S
it
e-
sp
ec
ifi
c 
w
or
ks
 (N
ao
sh
im
a,
 K
ag
aw
a)
I
19
97
宇
都
宮
美
術
館
（
栃
木
県
宇
都
宮
市
）
U
ts
un
om
iy
a 
M
us
eu
m
 o
f 
A
rt
 (U
ts
un
om
iy
a,
 T
oc
hi
gi
)
B
日本の彫刻公園・彫刻庭園
－143－
19
97
彫
刻
の
美
術
館
『
ス
キ
ュ
ル
チ
ュ
ー
ル
江
坂
』（
大
阪
府
吹
田
市
）
Sc
ul
pt
ur
e 
d’
 E
sa
ka
 (S
ui
ta
, O
sa
ka
)
C
19
97
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
地
上
広
場
（
東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
）
T
ok
yo
 I
nt
er
na
ti
on
al
 F
or
um
 P
la
za
 (C
hi
yo
da
-k
u,
 T
ok
yo
)
H
19
97
福
井
市
美
術
館
（
福
井
県
福
井
市
）
F
uk
ui
 A
rt
 M
us
eu
m
 (F
uk
ui
, F
uk
ui
)
B
19
97
彩
の
国
 音
か
お
り
の
里
公
園
（
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
）
Sa
i-n
o-
ku
ni
 O
to
-k
ao
ri
-n
o-
sa
to
 P
ar
k*
 (S
ai
ta
m
a,
 S
ai
ta
m
a)
H
19
98
芦
屋
市
陽
光
町
住
宅
・
注
文
の
多
い
楽
農
店
（
兵
庫
県
芦
屋
市
）
Jo
y-
F
ar
m
 S
ho
p 
w
it
h 
M
an
y 
O
rd
er
s 
(A
sh
iy
a,
 H
yo
go
)
H
19
99
あ
さ
ご
芸
術
の
森
美
術
館
、
野
外
彫
刻
公
園
（
兵
庫
県
朝
来
市
）
A
sa
go
 A
rt
 P
ar
k 
an
d 
M
us
eu
m
* 
(A
sa
go
, H
yo
go
)
A
19
99
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
庭
園
美
術
館
（
香
川
県
高
松
市
）
T
he
 I
sa
m
u 
N
og
uc
hi
 G
ar
de
n 
M
us
eu
m
 J
ap
an
 (T
ak
am
at
su
, K
ag
aw
a)
B
19
99
室
生
山
上
公
園
芸
術
の
森
（
奈
良
県
宇
陀
市
）
M
ur
ou
 A
rt
 F
or
es
t 
(U
da
, N
ar
a)
H
19
99
金
津
創
作
の
森
（
福
井
県
あ
わ
ら
市
）
K
an
az
 F
or
es
t 
of
 C
re
at
io
n 
(A
w
ar
a,
 F
uk
ui
)
A
20
00
日
本
国
花
苑
彫
刻
の
小
径
（
秋
田
県
井
川
町
）
N
ih
on
-k
ok
ka
en
* 
(I
ka
w
a,
 A
ki
ta
)
H
20
00
ユ
カ
ン
ボ
シ
川
河
畔
公
園
彫
刻
広
場
（
北
海
道
恵
庭
市
）
Y
uk
an
bo
sh
ig
aw
a 
R
iv
er
si
de
 P
ar
k 
Sc
ul
pt
ur
e 
P
la
za
* 
(E
ni
w
a,
 H
ok
ka
id
o)
H
20
00
北
海
道
療
育
園
：
風
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
彫
刻
の
森
（
北
海
道
旭
川
市
）
H
ok
ka
id
o 
R
yo
ik
ue
n 
Sc
ul
pt
ur
e 
F
or
es
t*
 (A
sa
hi
ka
w
a,
 H
ok
ka
id
o)
 
C
20
00
淡
路
夢
舞
台
百
段
苑
（
兵
庫
県
淡
路
市
）
A
w
aj
i Y
um
eb
ut
ai
: H
ya
ku
da
ne
n 
G
ar
de
n*
 (A
w
aj
i, 
H
yo
go
)
H
20
00
灰
塚
ア
ー
ス
ワ
ー
ク
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
:日
回
り
舞
台
/
～
20
07
 な
か
つ
く
に
公
園
（
広
島
県
三
次
市
/
庄
原
市
）
H
ai
zu
ka
 E
ar
th
w
or
ks
 P
ro
je
ct
s 
(M
iy
os
hi
/ 
Sh
ob
ar
a,
 H
ir
os
hi
m
a)
G
20
00
越
後
妻
有
「
大
地
の
芸
術
祭
の
里
」（
新
潟
県
十
日
町
他
）
E
ch
ig
o 
T
su
m
ar
i A
rt
 F
ie
ld
 (E
ch
ig
o-
T
su
m
ar
i, 
N
iig
at
a)
G
20
00
霧
島
ア
ー
ト
の
森
（
鹿
児
島
県
湧
水
町
）
K
ir
is
hi
m
a 
O
pe
n-
ai
r 
M
us
eu
m
 (Y
us
ui
, K
ag
os
hi
m
a)
A
20
01
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
（
青
森
県
青
森
市
）
A
om
or
i C
on
te
m
po
ra
ry
 A
rt
 C
en
te
r 
(A
om
or
i, 
A
om
or
i)
B
20
01
札
幌
ド
ー
ム
・
ア
ー
ト
グ
ロ
ー
ブ
（
北
海
道
札
幌
市
）
Sa
pp
or
o 
D
om
e 
A
rt
 G
ro
ve
 (S
ap
po
ro
, H
ok
ka
id
o)
H
20
02
ヴ
ァ
ン
ジ
彫
刻
庭
園
美
術
館
（
静
岡
県
長
泉
町
）
V
an
gi
 S
cu
lp
tu
re
 G
ar
de
n 
M
us
eu
m
 (N
ag
ai
zu
m
i, 
Sh
iz
uo
ka
)
A
20
02
彫
刻
公
園
ス
ト
ー
ン
ク
レ
ー
ジ
ー
の
森
（
北
海
道
七
飯
町
）
F
or
es
t 
of
 t
he
 S
to
ne
 C
ra
zy
 (N
an
ae
, H
ok
ka
id
o)
C
20
02
笠
間
芸
術
の
森
公
園
「
陶
の
杜
」（
茨
城
県
笠
間
市
）
K
as
am
a 
G
ei
ju
ts
u-
no
-m
or
i P
ar
k 
(K
as
am
a,
 I
ba
ra
ki
)
A
20
03
六
本
木
ヒ
ル
ズ
（
東
京
都
港
区
六
本
木
）
R
op
po
ng
i H
ill
s 
(M
in
at
o-
ku
, T
ok
yo
)
H
20
03
神
奈
川
県
立
近
代
美
術
館
葉
山
館
（
葉
山
町
、
神
奈
川
県
）
T
he
 M
us
eu
m
 o
f 
M
od
er
n 
A
rt
, H
ay
am
a 
(H
ay
am
a,
 K
an
ag
aw
a)
B
20
04
金
沢
21
世
紀
美
術
館
（
石
川
県
金
沢
市
）
21
st
 C
en
tu
ry
 M
us
eu
m
 o
f 
C
on
te
m
po
ra
ry
 A
rt
, K
an
az
aw
a 
(K
an
az
aw
a,
 I
sh
ik
aw
a)
B
20
05
万
博
記
念
公
園
自
然
文
化
園
「
現
代
美
術
の
森
」（
大
阪
府
吹
田
市
）
E
xp
o’
70
 C
om
m
em
or
at
iv
e 
P
ar
k:
 T
he
 M
od
er
n 
A
rt
 F
or
es
t 
at
 T
he
 N
at
ur
al
 a
nd
 C
ul
tu
ra
l G
ar
de
ns
 (S
ui
ta
, O
sa
ka
)
A
20
07
東
京
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
（
東
京
都
港
区
赤
坂
）
T
ok
yo
 M
id
to
w
n 
(M
in
at
o-
ku
, T
ok
yo
)
H
20
08
十
勝
千
年
の
森
（
北
海
道
清
水
町
） 
T
ok
ac
hi
 M
ill
en
ni
um
 F
or
es
t 
(S
im
iz
u,
 H
ok
ka
id
o)
A
20
08
十
和
田
市
現
代
美
術
館
（
青
森
県
十
和
田
市
）
T
ow
ad
a 
A
rt
 C
en
te
r 
(T
ow
ad
a,
 A
om
or
i)
B
20
08
犬
島
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
精
錬
所
」（
岡
山
県
岡
山
市
）
In
uj
im
a 
A
rt
 P
ro
je
ct
 “
Se
ir
en
sh
o”
 (O
ka
ya
m
a,
 O
ka
ya
m
a)
G
20
09
ハ
ラ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
ア
ー
ク
野
外
常
設
展
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
群
馬
県
渋
川
市
）
H
ar
a 
M
us
eu
m
 o
f 
A
R
C
 (S
hi
bu
ka
w
a,
 G
un
m
a)
B
20
10
李
禹
煥
美
術
館
（
香
川
県
直
島
町
）
L
ee
 U
fa
n 
M
us
eu
m
 (N
oa
sh
im
a,
 K
ag
aw
a)
B
20
11
創
成
川
公
園
（
北
海
道
札
幌
市
）
So
se
ig
aw
a 
P
ar
k 
(S
ap
po
ro
, H
ok
ka
id
o)
H
【
類
別
】　
A
：
独
立
型
　
B
：
美
術
館
の
庭
園
　
C
：
大
学
・
企
業
キ
ャ
ン
パ
ス
　
D
：
ア
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
　
E
：
彫
刻
家
ス
タ
ジ
オ
　
F
：
デ
ィ
ー
ラ
ー
展
示
施
設
　
G
：
遠
隔
地
　
H
：
公
園
・
プ
ラ
ザ
　
I：
エ
ス
テ
イ
ト
　
J：
植
物
園
 
（
*印
の
あ
る
英
語
表
記
は
編
者
に
よ
る
試
訳
）
